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徳
島
文
学
協
会
の
理
事
を
務
め
る
菊

野
啓
さ
ん
が
、
小
説
「
ウ
ィ
ル
ス
と
木

偶
廻
し
」
で
第
十
四
回
銀
華
文
学
賞
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
作
品
は
、
徳
島
県
の
山
村
で
暮
ら
す

老
女
の
視
点
か
ら
、
様
々
な
社
会
問
題

が
描
か
れ
る
。
過
去
は
ハ
ン
セ
ン
病
、

現
代
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

感
染
症
に
苦
し
む
人
々
へ
の
差
別
や
、

貧
困
、
家
族
の
関
係
性
な
ど
が
、
方
言

を
駆
使
し
て
語
ら
れ
る
。
選
考
委
員
の

五
十
嵐
勉
氏
は
「
老
年
の
意
識
に
沿
っ

て
過
去
の
厚
い
堆
積
か
ら
意
義
深
い
洞

察
を
紡
ぎ
出
す
技
量
は
高
い
」
と
評
し

て
い
る
。

　
作
品
は
「
文
芸
思
潮
」
第
八
二
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
四
国
大
学
主
催
、
徳
島
文
学
協
会
協
賛
で

運
営
す
る
「
四
国
大
学 

第
二
回
富
士
正
晴

全
国
高
校
生
文
学
賞
」
は
、
応
募
総
数
一
八

八
作
品
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
を
行
い 

、 

大
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
の
各
賞
が
決
定
し

た
。

　
大
賞
（
一
作
）

　
　「
■
■
■【
わ
く-

ご
っ-

く
】」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田
仁
海

　
　
　
　
　
東
京
都
立
大
江
戸
高
校
【
東
京
都
】

　
優
秀
賞
（
三
作
）

　
　「
綿
」　
長
谷
川
千
成

　
　
　
　
岩
手
県
立
盛
岡
第
一
高
校
【
岩
手
県
】

　
　「
床
と
当
た
り
く
じ
」　
三
浦
麻
名

　
　
　
　
岩
手
県
立
盛
岡
第
三
高
校
【
岩
手
県
】

　
　「Fem

m
e fatale
」　
佐
々
木
い
づ
み

　
　
　
　
湘
南
白
百
合
学
園
高
校
【
神
奈
川
県
】

　
大
賞
に
つ
い
て
は
、
受
賞
者
の
言
葉
と
受

賞
作
品
が
、
徳
島
文
学
協
会
発
行
の
文
芸
雑

誌
『
徳
島
文
學
』
に
掲
載
さ
れ
る
。

　
最
終
選
考
は
、
四
国
大
学
文
学
部
長
阿
部

曜
子
氏
、日
本
文
学
科
教
授
佐
々
木
義
登
氏
、

日
本
文
学
科
講
師
舘
健
一
氏
の
三
人
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
昨
年
よ
り
も
作
品
の
質
は
全

体
的
に
向
上
し
て
お
り
、
最
終
選
考
作
以
外

で
も
将
来
性
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
多
数

あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
。
今
後
も
多
く
の
高

校
生
か
ら
の
応
募
に
期
待
し
た
い
。

　
選
評
の
概
要
を
下
記
に
掲
載
す
る
。

【
選
評
】

大
賞
「
■
■
■【
わ
く-

ご
っ-

く
】」

　
専
門
学
校
で
絵
を
学
ぶ
主
人
公
は
帰
宅
途

中
、
見
た
こ
と
も
な
い
神
社
に
引
き
寄
せ
ら

れ
る
。
鳥
居
を
抜
け
た
先
の
日
本
家
屋
で
、

高
校
時
代
か
ら
の
友
人
に
出
会
う
。
二
人
の

絵
の
才
能
や
そ
の
関
係
性
、
実
は
主
人
公
が

友
人
を
死
に
追
い
や
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ

て
い
く
。
抽
象
的
な
筆
致
を
用
い
な
が
ら
、

嫉
妬
や
怨
念
と
い
っ
た
伝
統
的
な
「
和
」
の

テ
イ
ス
ト
を
表
現
し
た
挑
戦
的
な
作
品
。
や

や
表
現
が
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
幼
さ
も
感
じ

る
が
、
執
拗
な
ま
で
の
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り

が
際
立
っ
て
い
た
。

優
秀
賞
「
綿
」

　
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
主
人
公
の
唯
一
の

楽
し
み
は
、
河
原
で
真
っ
白
な
「
綿
」
を
集

め
る
こ
と
。
思
春
期
の
繊
細
で
ナ
イ
ー
ブ
な

内
面
が
丁
寧
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い
た
。

優
秀
賞
「
床
と
当
た
り
く
じ
」

　
家
庭
環
境
に
よ
り
食
事
も
ま
ま
な
ら
な
い

主
人
公
の
女
子
高
生
と
、
近
所
の
駄
菓
子
屋

の
お
ば
あ
さ
ん
と
の
心
の
交
流
が
描
か
れ

る
。
主
人
公
が
ア
イ
ス
の
当
た
り
を
引
く
場

面
は
秀
逸
。

優
秀
賞
「Fem

m
e fatale

」

　
地
味
な
女
子
高
生
が
、
ク
ラ
ス
で
も
際

だ
っ
て
特
徴
的
な
生
徒
と
親
友
に
な
る
物

語
。
主
人
公
が
親
友
の
髪
を
切
る
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
が
極
め
て
印
象
的
。

文芸思潮 第 82 号

菊
野
啓
さ
ん 

第
十
四
回 

銀
華
文
学
賞

　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
受
賞

四国大学
第2回 富士正晴全国高校生文学賞





【
俳
句
】

如
月
玲

白
絹
の
如
き
春
雨
瀬
戸
の
海

源
平
の
か
の
古
戦
場
春
惜
む

山
道
の
眼
下
讃
岐
の
町
の
春

【
詩
】　

若
い
ハ
ー
ト
を
持
っ
た
君
の
た
め
に

糸
矢
圭
一

て
は
様
々
な
批
評
を
い
た
だ
い
た
。
あ
り
が

た
い
話
で
あ
る
。
そ
し
て
「
カ
ク
ヲ
タ
ノ
シ

ム
」
の
３
号
を
出
す
と
い
う
話
で
私
は
高
校

時
代
の
苦
い
体
験
を
も
と
に
し
て
小
説
を
書

い
た
。
ネ
タ
バ
レ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
こ

れ
以
上
は
書
か
な
い
が
私
の
暗
い
過
去
を
書

い
た
。

　

今
、
心
は
阿
波
し
ら
さ
ぎ
文
学
賞
へ
と
向

か
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
「
カ
ク
ヲ
タ

ノ
シ
ム
」
の
第
４
号
は
何
を
書
こ
う
か
と
思

案
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
私
は
小
学
生
の

頃
は
歴
史
少
年
だ
っ
た
。
あ
の
頃
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

日
本
史
探
訪
と
い
う
番
組
を
や
っ
て
い
た
。

そ
の
番
組
に
出
て
き
た
司
馬
遼
太
郎
の
こ
と

を
子
供
心
に
「
か
っ
こ
い
い
」
と
思
っ
た
。

ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
は
必
ず
見
て
い
た
。
子

供
の
こ
ろ
の
夢
は
司
馬
遼
太
郎
や
吉
川
英

治
、
海
音
寺
潮
五
郎
の
よ
う
な
歴
史
作
家
に

な
る
の
が
夢
で
あ
っ
た
。
い
つ
か
は
「
カ
ク

ヲ
タ
ノ
シ
ム
」
に
歴
史
小
説
も
書
い
て
み
た

い
と
い
う
さ
さ
や
か
な
野
望
も
持
っ
て
い

る
。
今
は
自
分
の
周
囲
の
こ
と
を
題
材
に
し

た
小
説
を
書
い
て
い
る
が
司
馬
遼
太
郎
に
は

及
ば
な
く
て
も
必
ず
歴
史
小
説
を
書
い
て
見

せ
る
。
自
分
に
は
残
念
な
が
ら
特
技
は
な
い
。

し
か
し
、
歴
史
と
文
学
に
対
す
る
思
い
だ
け

は
誰
に
も
負
け
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。
乞
う

ご
期
待
を
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
世

紀
の
大
駄
作
を
書
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
い
い
じ
ゃ
な
い
か
駄
作
で
も
と

い
う
思
い
も
心
の
ど
こ
か
に
は
あ
る
。

　

私
は
「
カ
ク
ヲ
タ
ノ
シ
ム
」
に
参
加
し
た

の
は
第
２
号
か
ら
で
あ
る
。
第
１
号
の
時
は

と
て
も
小
説
な
ど
書
け
る
状
態
で
は
な
か
っ

た
。
父
の
死
、
そ
れ
に
伴
う
様
々
な
諸
手
続

き
に
加
え
て
腰
の
手
術
と
そ
れ
に
伴
う
二
か

月
の
入
院
な
ど
が
あ
り
と
て
も
文
学
ど
こ
ろ

の
騒
ぎ
で
は
な
か
っ
た
。
文
学
を
志
す
者
が

そ
ん
な
体
た
ら
く
で
は
な
ん
だ
と
怒
ら
れ
そ

う
で
あ
る
が
そ
れ
が
そ
の
時
の
私
の
実
情

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

父
の
一
周
忌
が
過
ぎ
、
腰
の
状
態
も
落
ち

着
い
た
の
で
徳
島
文
学
協
会
で
そ
の
当
時

や
っ
て
い
た
小
説
広
場
に
復
帰
す
る
こ
と
に

し
た
。
私
の
書
い
た
小
説
が
俎
上
に
上
が
っ

た
時
な
ど
は
、
冷
や
汗
た
ら
た
ら
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、「
カ
ク
ヲ
タ
ノ
シ
ム
」

の
２
号
を
出
す
と
い
う
話
が
出
た
。
私
は
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
、『
吉
村
君
』
と
い

う
短
編
を
書
い
た
。
こ
れ
は
学
生
時
代
か
ら

の
友
達
で
、
大
ぼ
ら
吹
き
の
大
酒
の
み
の
話

で
、
主
人
公
が
そ
の
友
達
に
振
り
回
さ
れ
る

と
い
う
話
で
あ
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
「
カ

ク
ヲ
タ
ノ
シ
ム
」
の
２
号
を
参
照
し
て
ほ
し

い
。

　

そ
の
こ
ろ
世
間
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行

し
て
小
説
広
場
も
通
信
制
と
な
り
、
や
が
て

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
小
説
講
座
へ
と
衣
替
え

を
し
て
い
っ
た
。
私
は
何
度
か
小
説
を
書
い

君
は
耳
が
風
を
切
る
音
が
聞
こ
え
る
か

冷
た
い
風
の
中

全
力
疾
走
を
す
る
の
だ

走
り
こ
め
、
ス
ピ
ー
ド
を
つ
け
る
た
め

走
り
こ
め
、
持
久
力
を
つ
け
る
た
め
に

さ
あ
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル
だ

君
は
も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
れ
る

何
故
、
僕
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
思
う

｢

走
り
こ
み
」
は
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
で
あ
る

｢

走
り
こ
み
」
を
し
っ
か
り
す
れ
ば

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
も

エ
ー
ス
に
な
れ
る

【
エ
ッ
セ
イ
】　

「
カ
ク
ヲ
タ
ノ
シ
ム
」
と
私藤

本
好
浩

さ
ん
ど
う
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掲
載
作
品
募
集

会
員
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
原
稿
は
ワ
ー
ド
形
式
で
事
務
局
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。（
送
信
時
に
は
件
名
に
『
と

と
掲
載
用
』
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
）

◆
エ
ッ
セ
イ
等
　
八
百
字
以
内

◆
詩
　
　
　
　
　
四
百
字
以
内

◆
短
歌
　
　
　
　
三
首
以
内

◆
俳
句
　
　
　
　
三
句
以
内

　「
と
と
」
は
春
、
夏
、
秋
の
年
三
回
発
行

で
す
が
、
一
回
に
つ
き
掲
載
で
き
る
の
は
二

〜
四
作
品
で
す
。
先
着
順
で
掲
載
で
き
な
い

場
合
は
次
号
に
回
し
ま
す
。

　
原
稿
は
ワ
ー
ド
形
式
で
事
務
局
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
、
評
論
、

児
童
文
学
、
詩
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

最
新
掲
載
作
品

詩
　「
浮
遊
」　
ミ
ス
ミ
ア
ヤ
カ

作
品
、
募
集
要
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
　
　https://w

w
w
.t-bungaku.com

/

　
　
　plaza.htm

l

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
「
と
と
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
作
品
広
場
」

﹁と
と
﹂
：
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
知
恵
の
神
﹁ト
ー
ト
﹂

　
　
　    

に
由
来
す
る
︒



■開催月　4月、7月
■参加費　会員のみ対象　1,000円
■講　師　俳人・うっかり
※参加方法他
①投句３句受付《15日締切》
　当季雑詠（その季節の俳句）を事務局にメールまたはハガキで投句
　ください。（一人3句まで・未発表作品に限る・ネット掲載も不可）
　「通信句会参加希望」●会員番号●お名前●投句 を記載ください。
　後日事務局より投句をとりまとめ、投句一覧を参加会員へ送付い
　たします。
②選句３句・選評受付《25日締切》
　投句一覧から3句を選び、選評を書いて事務局にメールまたはハガ
　キでお送りください。
　「通信句会選句」●会員番号●お名前●選句●選評 を記載ください。
　後日事務局より、参加会員の選句と選評、講師の句評をまとめた
　句会報を参加会員へ送付いたします。

■開催日　　5月7日（土）19時～20時30分
■場　所　　徳島県立文学書道館
■参加費　　会員のみ対象　1,000円
■講　師　　俳人・うっかり
■締　切　　１週間前までに事務局へ投句　　

文学イベント案内

〒771-3201 徳島県名西郡神山町阿野字方子 103
TEL : 080-6284-0296　society@t-bungaku.com　

https://www.t-bungaku.com/

ご入会や講座のお申込み・お問合せは
徳島文学協会事務局まで
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■開催日　　5月21日（土）　21時～22時
■開催方法　『Zoom』による開催
■参加費　　会員：作品提出3,000円／参加のみ1,500円
　　　　　　非会員：参加のみ2,500円 ※
■講　師　　作家・四国大学教授  佐々木義登
■定　員　　10人程度
■締　切　　開催日の10日前まで（先着順）

　全国公募の文学賞で最終選考程度の実力のある方や
プロの作家を目指す方が対象の講座です。

　対面とZoom併用で句会を行います。投句は春の句を
２句ですが、１句でも、聴講だけでも大丈夫です。

俳句講座

小説エキスパート講座

通信句会

■開催日　　①4月30日（土）　②7月16日（土）
　　　　　　全回21時～22時
■開催方法　『Zoom』による開催
■参加費　　会員のみ対象 
　　　　　　作品提出　3,000円／参加のみ　1,500円
■講　師　　作家・四国大学教授  佐々木義登
■定　員　　15人程度
■締　切　　開催日の10日前まで　※先着順

　小説を書いたことがない方や、初心者でアドバイス
を受けながら小説を完成させたい方が対象です。

ブラッシュアップ小説講座

■開催日　　①4月2日（土）　②6月18日（土）
　　　　　　全回21時～22時
■開催方法　『Zoom』による開催
■参加費　　会員：作品提出3,000円／参加のみ1,500円
　　　　　　非会員：②の参加のみ2,500円 ※
■講　師　　作家・四国大学教授  佐々木義登
■定　員　　15人程度
■締　切　　開催日の10日前まで（先着順）

　全国公募の文学賞への応募を目指す方が対象の講座
です。受講に際しては、事前に作品を読ませていただ
き、クラス分けをさせていただく場合があります。

公募実践対策小説講座

詳細は徳島文学協会ホームページ 
イベント情報をご覧ください
https://www.t-bungaku.com/event.html

※講座参加会費と作品提出料は、後日とりまとめた上、請求書と払込取扱
　票を年３回お送りいたします。
※Zoomでの参加方法がわからない方に、無料でサポートしています。
　お気軽にお問い合わせください。

【文学賞等に受賞された方はお知らせください】
会員の皆様のご活躍を、「とと」や徳島文学協会のホームページでご紹介します。
小説、俳句、短歌などの文学賞を受賞された方は、事務局までメールでご連絡ください。賞の目安は授賞式に出席する程度です。
ホームページには小説のみ、「とと」には全てのジャンルの受賞実績を掲載予定です。（紙面の都合上、全てを掲載できない可能性があることをご了承ください）

※非会員の方のご参加について
「公募実践対策講座」の ②6月18日の回及び「小説エキス
パート講座」について、非会員の方にもご参加いただけ
るようになりました。
ご参加希望の方は事務局までメールでお申込みください。
【ご参加の条件】
①Zoomの基本的な操作ができる
②事前に参加費を支払う（振込手数料はご負担ください）

■開催日　　6月4日（土）21時～22時
■開催方法　『Zoomミーティング』による開催
■参加費　　会員・非会員　1,500円
■講　師　　作家・四国大学教授  佐々木義登
■定　員　　15人程度
■締　切　　開催日の10日前まで

　哲学を学ぶと世界の見え方が変わります。近代以降
の哲学の流れを紐解きながら、現代文学について考え
る講座です。

現代文学を考える
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